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1． まえがき 

筆者らは，液晶装荷移相器[1]を用いたアダプティブアレ

ーアンテナの開発を目標として，コプレーナ線路(CPW)給

電平面パッチアンテナのアレー化について研究している．

これまでに 20 GHz用の 4素子リニアアレー化に関する検討

[2]を報告しており，現在，この 4 素子リニアアレーアンテ

ナを平面アレー化するために給電線路の形状を検討してい

る．入力ポートを共有する場合，CPWを屈曲させる必要が

あるが，このとき屈曲に伴う損失が発生し，アンテナへの

供給電力が低下するため，その損失を十分に抑制する必要

がある．本稿では，CPWの屈曲点で損失を抑制するための

構造に関して，電磁界シミュレータ (CST MW STUDIO 

2017)を用いて検討した結果を報告する．  

2．屈曲部を有する CPWの構造 

図1に検討を行った屈曲部を有するCPW の構造を示す．

誘電体基板(比誘電率𝜀𝑟 = 2.6，基板の厚さℎ = 0.5 mm，銅

箔の厚さ𝑡 = 0.018 mm)上に形成したCPWの特性インピー

ダンスが50 Ωとなるように，線路幅 𝑆 = 1.8 mm，スロット

幅 𝑤 = 0.1 mmとする．CPWの屈曲角を𝛼  とし，厚さ𝑡𝑎 =

0.1 mm のエアブリッジ(AB: Air Bridge[3])について，高さ

ℎ𝑎 = 0.1 mm，幅 𝑤𝑎 = 0.9 mm，長さℓ𝑎 = 2.636 mmとする．  

 

 

 

 

 

 

 

(a) 𝛼 = 90°             (b) 𝛼 = 45°(AB無し)    (c) 𝛼 = 45°(AB有り) 

 

 

 

 

 

    

 

(d) エアブリッジ装荷 Bent CPWの断面図 

図 1. 屈曲部を有する CPWの構造 

3．Scattering parameters (Sパラメータ)の周波数特性 

通過特性を表すSパラメータ 𝑆21の周波数特性を図2に示

す． 𝛼を90°よりも 45° に選ぶことにより，𝑆21 が改善され

ている．周波数 20 GHz において，𝑆21 は(a) 𝛼 = 90° のとき

15.1 dB，(b) 𝛼 = 45°でエアブリッジ無しのとき5.6d，

(c) 𝛼 = 45°でエアブリッジ有りのとき0.5 dBである．(c)の

方が(a)よりも，𝑆21 は14.6 dB 高い． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. 𝑆21の周波数特性 

反射特性を表すSパラメータ 𝑆11の周波数特性を図 3に示

す．𝛼 = 45°の場合((b)と(c))を比較すると，エアブリッジ

を装荷することにより𝑆11 が改善されている．20 GHz にお

いて，𝑆11 は(b)のとき6.4 dB，(c)のとき28.5 dB である．

(c)の方が(b)よりも， 𝑆11は 22.1 dB 低い． 

 

 

 

 

 

 

 

図 3. 𝑆11の周波数特性 

 4．まとめ 

本稿では屈曲部を有するCPWの伝送特性(Sパラメータの

𝑆21 及び𝑆11 )について，電磁界シミュレータを用いて解析

した．CPWの屈曲角を適切に選び，屈曲部にエアブリッジ

を装荷することにより，伝送特性が改善されることを明ら

かにした．周波数 20 GHz において𝑆21 = −0.5 dB，𝑆11 =

−28.5 dBの良好な特性が得られることが分かった． 
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